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札幌市の概況

■面積 1,121k㎡
※市域の6割が森林

■人口 1,967,437人(2024年2月1日)

■気温 平年10.0℃
 最高34.3℃、最低-14.9℃

             (2020年)

■年間降雪量 平年479cm
■開拓使設置 1869年（明治2年）
■市制施行 1922年（大正11年）
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札幌市の降雪量

【ロシア】サンクトペテルブルグ
（人口：約499万人）

降雪量：297cm

【ドイツ】ミュンヘン
（人口：約147万人）

降雪量：100cm

【オーストリア】ウィーン
（人口：約190万人）
降雪量：172cm

【中国】瀋陽
（人口：約530万人）

降雪量：49cm

【カナダ】モントリオール
（人口：約182万人）

降雪量：215cm

【札幌市】
（人口：約197万人）
降雪量：479cm

※札幌市の降雪量は、気象台（札幌）の平年値
世界各都市の降雪量は、昭和63年の調査値
人口は総務省統計局「世界の統計 2022」 より

人口100万人以上で、約5mの雪が降っている都市は世界で札幌のみ
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札幌市のウォーカブル政策の背景

札幌市の長期総合計画（令和４～13年度）

プロジェクト３本柱の１つに【ウォーカブルシティの推進】
「居心地が良く歩きたくなり、多様な活動ができる・滞留したくなる
空間の形成に向けて、都心・地域交流拠点・住宅市街地のそれぞれの
特性を生かした空間の整備を進めます。」

「（仮称）歩きたくなるまちづくりガイドライン」を策定するべく検討中
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都心部における先行事例（北３条広場）

ー整備前の車道空間ー ー再整備後の広場空間（2014年供用開始）ー

ースケートリンク※SMILE LINK SAPPOROー ー盆踊り（さっぽろ八月祭）ー

■活用事例

Before After

■延長、面積
約100m、約2,800㎡

■位置づけ
条例広場（道路区域を残したまま

兼用工作物協定を締結）

■指定管理者
札幌駅前通まちづくり株式会社
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ー地下歩行ネットワーク現況図ー

都心部における先行事例（札幌駅前通地下歩行空間）

■延長：約520m
■幅員：約12ｍ（道路部）、約4m×2（条例広場）
■指定管理者(広場)：札幌駅前通まちづくり株式会社
■活用事例

ーイベント活用ー ー壁面広告ー

※通行空間（道路）の両側に活用空間（広場）

JR札幌駅
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モデル地区「宮の沢」での取組（都心部との位置関係）

宮の沢

都心部約6.5km

６

ー都市空間イメージ図（第２次札幌市まちづくり戦略ビジョンより）ー



モデル地区「宮の沢」での取組（現状と課題）

豊富なオープンスペースがあるものの、あまり活用されていない現状
白い恋人パーク等の観光資源と駅周辺との回遊性にも課題がある

地下鉄宮の沢駅

ー白い恋人パークー

ー宮の沢ふれあい公園ー

ーちえりあ前広場ー
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モデル地区「宮の沢」での取組（未来ビジョンづくり）

地域住民や地元事業者、民間のキープレイヤーたちと一緒に
“歩きたくなる宮の沢”の未来ビジョン作成に向けたワークショップを開始

地域住民

地域大学生

民間キープレイヤー

地元事業者

行政職員

ー第１回ワークショップの様子ー
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モデル地区「宮の沢」での取組（冬季空間活用実証実験）９



ー雪上サッカー大会ー

モデル地区「宮の沢」での取組（冬季空間活用実証実験）

ースノーキャンドルづくりー

ー雪上お宝さがしーー歩くスキー体験ー
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ーレストエリア（焚火体験）ー ースノーキャンドル点灯（公園）ー

モデル地区「宮の沢」での取組（冬季空間活用実証実験）

ーキッチンカー出店ーースノーキャンドル点灯（道路）ー

11



モデル地区「宮の沢」での取組（冬のフィールドワーク） 12



モデル地区「宮の沢」での取組（市民意見／公園）

焚き火などで暖をとりながらの冬マルシェや、雪氷を活かしたイベント
を求める意見が多かった。道外観光客には雪そのものが新鮮…！
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モデル地区「宮の沢」での取組（市民意見／道路）

特に冬期間は寒いため（できれば暖のとれる）休憩スポットを望む
声が多かった。スノーキャンドルがあるだけでも歩きたくなるとの声も
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モデル地区「宮の沢」での取組（未来ビジョンの作成）

これまでの意見を踏まえ、”居心地が良く歩きたくなる宮の沢”の
未来ビジョンを作成中（このほかに全体鳥瞰パースも作成予定）

夏 冬

イルミネーション

かまくら
スノーキャンドル

歴史まち歩き看板

雪像

マルシェ
子どもの遊び場

オープンカフェ

芝生化

音楽イベント

キッチンカー

子どもの遊び場

ーちえりあ前広場（作成途中のラフスケッチ画）ー
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モデル地区「宮の沢」での取組（My Action！）

それぞれの立場からできることを考え、My Actionとして共有
新年度から大小様々なウォーカブル企画を展開していく予定
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市民参加デジタルプラットフォームの活用（概要）

■北海道内初の市民参加デジタル
プラットフォーム（実証実験中）

■モデル地区「宮の沢」における
情報発信、市民意見集約に活用

■スマホで簡単に操作可能で、誰でも
いつでも意見を伝えることができる
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市民参加デジタルプラットフォームの活用（概要）

“まちに関わりたいと思っているが参加できていない人たち”の
ステップアップを促す共創型デジタルプラットフォーム

※実証実験パートナー：株式会社Groove Designs資料より引用
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市民参加デジタルプラットフォームの活用（意見回答）

【質問】歩きたくなる、外に出たくなる宮の沢に、あなたが欲しい工夫は？
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市民参加デジタルプラットフォームの活用（インタビュー）

地元企業や市民キープレイヤーに対してインタビューを実施
掲載を機にプロジェクトの協力者として参画していただく

ー石屋製菓㈱石水社長ー ーピクニック・フェス実行委員会ー
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市民参加デジタルプラットフォームの活用（導入効果）

１．登録者の５割超が30代以下、累計意見（コメント）100件超

２．具体的かつ前向きな意見が多い（批判的な意見が少ない）

３．冬のフィールドワークでは、意見募集結果をその場で可視化

４．ワークショップなどオフライン参加が難しい方からも意見を収集
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ー観光、教育、自転車、各区役所等から
有志職員でウォーカブルな札幌を議論ー

今後の展開と庁内推進体制

令和６年度以降、宮の沢地区以外も含めた実証実験の展開と
市役所の各部門に横串を刺すウォーカブル推進体制を構築予定

ー市内各地区のまちづくり担当者が集まり
冬のウォーカブルをテーマに議論ー
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ご清聴ありがとうございました！

ロンドンバルセロナ

バルセロナパリ
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